
 

 

 

令和３年６月２５日（金）通算第１３３０回 ６月第２例会 

最終会（夜間例会）    会場：マリエール太田 

                            

本日は吉岡・岡田年度最終例会、六月第二例会、待ちに

待った夜間例会に大勢の会員の皆様にご出席いただきまし

てありがとうございます。会長挨拶の前に本日の来訪者を

ご紹介したいと思います。本日の来訪者は米山記念奨学生

でありますイ マデ ピディ セティアディ君でありま

す。ピディ君にはこの後の懇親会にも参加していただきま

すので、その時にぜひお話していただけたらと思います。 

さて、私と岡田幹事の年度の一年を振り返ってみますと

前回の例会でも申し上げた通り本当にコロナウィルスに翻

弄された一念でありました。例会をはじめとする様々な行

事が中止や延期を余儀なくされましたが、毎月一回以上本

日を含め合計 25回の例会が開催できたことはよかったことではなかったかと思っております。萩原年度から

数えて約一年半コロナの影響を受け、思うようなクラブ活動ができませんでしたが、ワクチン接種もかなり

の速度で進んできており、来年の大谷年度には本来の形に近いロータリー活動ができるものと確信しており

ます。 

最後になりますが、吉岡・岡田年度においては、コロナ禍で行事の変更や中止が多く思うような事業がで

きませんでした。そんな中、一年を通して比較的多くの会員の皆様にご出席していただけましたことに心よ

りお礼申し上げます。あまり長い挨拶はするなと事務局から言われております。一年間ご協力いただきまし

た理事、委員長の皆様そして会員の皆様に改めて御礼申し上げまして最後の会長挨拶に代えさせていただき

ます。一年間本当にありがとうございました。 

幹事 岡田 秀一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田中央ロータリークラブ 

週  報 



 

【ロータリー財団委員会】             【クラブ管理運営委員会】 

 ◇ Ｒ財団・ポリオ・米山 寄付者報告       委員 黒田 雄幸 

   副委員長 前原 信之             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開会挨拶】                              

 クラブ会員組織・強化委員会           

 委員長 鈴木 卓弘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新会長・新幹事へバッジ引継】 

𠮷𠮷岡会長から大谷次年度会長へ         岡田幹事から松本次年度幹事へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【𠮷𠮷岡会長・岡田幹事へ記念品贈呈】 

 

〈大谷次年度会長より前役員章贈呈〉       〈松本次年度幹事より前役員章贈呈〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈寄せ書き贈呈（クラブ広報委員会）〉      〈記念品贈呈（クラブ管理運営委員会）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【挨拶】 

〈会長 𠮷𠮷岡 務〉               〈幹事 岡田 秀一〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〈次年度会長 大谷 克己〉           〈次年度幹事 松本 徹〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【乾杯】                    【締め】 

 直前会長 萩原 幸宏              パスト会長 小暮 正人 

 

◇例会場 ダニエルハウス 太田市飯田町８９５ ℡ ０２７６－４７－１２２２  
◇例会日 金曜日 １２：３０～  
◇事務局 〒373－0853 太田市浜町３－６ 太田商工会議所会館４階１２号室  
TEL ０２７６－４８－８２３１ FAX ０２７６－４８－８２３２  
Eﾒｰﾙ ｏｔａ-ｃｈｕｏ＠ｒｉｄ２８４０.ｊｐ  

会  長  𠮷𠮷岡  努 
幹  事  岡田 秀一 
クラブ広報委員会 
委 員 長  茂木 一博 
副委員長  平井 優一 

 

 𠮷𠮷岡会長・岡田幹事、コロナ禍での１年間のクラブ運営、本当にお疲れ様でした。 

 昨年１月頃の時点では、新型コロナウィルスがこれほどまでに長時間にわたって世界を混乱に陥れるこ

となど想像できませんでした。ワクチン開発が比較的早かったこともあり、県内でも７月からは６４歳以下

の希望者もワクチン接種が可能になるようです。副反応のリスクもあり、接種するしないは個々の判断とな

りますが、2021-2022 大谷会長・松本幹事年度は、少しずつ希望の光が差し込む新年度となりそうです。新

年度は予定されている行事が１つでも多く開催され、会員が１人でも多く従前のように例会場に集まって

親睦を深められるようになることを祈念して、本年度最終の週報の結びとさせていただきます。 

１年間ありがとうございました。 


